
 

     ふれあいサロン 6/22（土） 

      “悪徳商法を撃退” 

       寸劇グループ「ひまわり」 

 

   

                                       

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おもな内容 

・青少年育成町民会議     …P2 

・ふれあいサロン       …P3 

・太鼓出演「きなぁた」    …P4 

・人生「百歳」は夢ではなくなった 

               …P5 

 

令和元年 7 月 

第 396 号 

「白蛇の泉」「黒蛇の泉」10数年ぶり清掃 
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青少年育成町民会議 6/11（火） 

 令和元年度青少年育成町民会議が開催されました。今年度の基本方針に

ついて青少年育成推進委員の向井一峰さんが説明されました。会議に参加

された釜戸小学校長と瑞浪北中学校教頭の両先生から子ども達の様子が報

告されました。特に今年の 4月から 3校が統合して、瑞浪北中学校に通学

する生徒達の学校での様子が紹介されました。瑞浪北中学校からは「釜戸

中学からの子ども達は他校からの生徒に比べて、明るく元気でとても素直

であるように思う」との報告がありました。参加者からは通学時間が長く

なったことに伴う不安も語られ、地元から距離的・時間的に離れたことか

ら、地元とのつながりを意識的に考える必要があるのではとの意見も出ま

した。 

 他に、「青少年育成アドバイザー」の棚橋和代さんより、岐阜県連絡協議

会に参加されてのお話を聞きました。その中から「大切にしたい事」をこ

こに載せます。 

 〇できることから、私から(スローガン)。 

 〇地域の子どもは、地域で育てる。 

 〇良いことをしたら、褒める。悪い事をしたら、叱る。 

 〇日頃からアンテナを張り、身近での「気づき」を大切に活動する。 

 

 

 

 

 

 

リ・アップ“ひよも”だより 
 
 
 

 7 月のお茶のみ会のおさそい 

日 時：7 月 3 日（水曜日） 

9：30～11：00 頃まで 

場 所：ふれあいセンター     

参加費： ５０円 

お待ちしています 
 

大湫町コミュ二ティ推進協議会 

「健康教室」を予定してます 



                    

                    

                    

ふれあいサロン ６/２２（社会福祉協議会：大湫支部主催） 

“悪質商法を撃退” 

次から次へと手口をかえる「悪質商法」。 

岐阜県消費者啓発推進員の寸劇グル―プ「ひまわり」の皆さんが、参加さ

れた方（約６５名）に分かりやすく被害にあわないようにと、劇で『だま

しのテクニックを知れば、だまされない！』を披露してくださいました。 

参加された皆さんは「詐欺

に合わんよう、気をつけなき

ゃあかんなぁ」。とおもしろ

おかしく劇を楽しみました。  

これで悪質商法を撃退で

きることでしょう。 

＊大湫宿お休み処 

7 月の営業は 7 日(日)・14 日(日)・15 日(月・祝)・21 日(日)・28 日(日)です。 

皆様のお越しをお待ちしておりますので、どうぞよろしくお願いします。 

☆当日(急ぎ)の予約は丸森へお願いします。℡：0572-63-2455 
        

＊おしゃべりサロン「こぶし」（100 円コーヒー） 

7 月営業日 第 2・第 4 土曜日 

  営業時間 AM9：00～AM11：00  

       営業場所 ふれあいセンター   



６/１６（日） 

「きなぁた」７周年祭に参加 

「
き
な
ぁ
た
」
の
た
い
こ Ｏ

・
Ｋ 

ぼ
く
は
、
「
き
な
ぁ
た
」
の
た 

 
い
こ
で
、
お
母
さ
ん
に
車
で
送
っ

て
も
ら
っ
た
時
は
、
も
う
き
ん
ち

ょ
う
し
て
い
ま
し
た
。
練
習
を
す

る
時
も
、
お
客
さ
ん
が
き
て
い
た

の
で
、「
練
習
、
だ
よ
ね
？
」
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
練
習
の

時 

は
、
ば
ち
が 

と
ん
で
き
て
、 

ひ
ざ
に
当
た 

り
ま
し
た
。 

い
た
か
っ
た 

け
ど
、
ほ
ん 

ば
ん
は
、
で 

き
ま
し
た
。 

ほ
ん
ば
ん
は
、 

き
ん
ち
ょ
う 

し
て
、
お
客
さ
ん
も
ふ
え
て
、
ミ
ナ
モ
く
ん

や
す
え
っ
こ
く
ん
も
き
て
い
ま
し
た
。
ほ
ん

ば
ん
が
終
わ
っ
た
ら
、
も
う
ち
ょ
っ
と
た
た 

き
た
か
っ
た
ぁ
ー
と
思
い
ま
し
た
。「
大 お

お

す 

ぎ
」
を
た
た
い
て 

も
っ
と
も
り
上
げ 

た
か
っ
た
で
す
。 

で
も
小
さ
い
子
や
、 

「
大
す
ぎ
」
を
た
た
け
な
い
人
が
多
い
の
で
、

し
ょ
う
が
な
い
な
ぁ
ー
と
思
い
ま
し
た
。
で

も
ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
「
大
す
ぎ
」
が
た
た
き

た
い
で
す
。
も
っ
と
み
ん
な
練
習
を
し
て
、

み
ん
な
で
「
大
す
ぎ
」
を
た
た
い
て
、
や
り

が
い
が
あ
っ
て
感
ど
う
さ
せ
ら
れ
る
よ
う

に
し
た
い
で
す
。
で
も
「
き
な
ぁ
た
」
の
た

い
こ
も
、
か
ん
た
ん
だ
か
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な

く
て
、
み
ん
な
リ
ズ
ム
を
あ
わ
せ
て
た
い
こ

を
た
た
け
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 
 
 

ま
た
、
た
い
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
出
た
い
で

す
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日吉中学閉校記念誌 

日吉、釜戸中学は２０１９年４月から瑞浪北中学に統合しました。日

吉中学は、閉校記念行事までを記念誌に収録するという編集方針。この

６月に発行され、大湫公民館に記念誌と記念式典を収録した映像（CD）

が寄贈されました。 

町内の皆さまにもご覧いただければと思います。希望の方は大湫公民

館までお申し出ください。              ℡：63-2360 

 



人
生
「
百
歳
」
は 

夢
で
は
な
く
な
っ
た 

 

「
人
生
五
十
年
」
と
言
わ
れ
て
い
た
の

が
、
い
つ
の
間
に
か
平
均
寿
命
が
、
女
性

八
十
七
歳
、
男
性
八
十
一
歳
を
超
え
る
、

世
界
で
も
一
・
二
の
長
寿
国
に
な
っ
た
。 

二
〇
一
八
年
に
出
生
し
た
子
供
の
数
は
、

九
十
二
万
二
千
人
、
百
万
人
を
下
回
る
少

子
化
が
続
く
。
一
方
、
死
亡
者
の
数
は
、

戦
後
最
多
の
百
三
十
六
万
九
千
人
で
、
四

十
四
万
八
千
人
の
人
口
減
少
と
な
っ
た
。 

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
令
和
が
終
わ

り
を
告
げ
る
頃
に
は
八
千
万
人
に
減
少
し

て
し
ま
う
。 

九
十
六
歳
ま
で
生
き
た
義
母
が
、「
こ
ん

な
に
長
生
き
を
し
て
世
間
様
に
申
し
訳
な

い
」
と
よ
く
言
っ
て
い
た
。
何
も
せ
ず
遊

ん
で
い
る
と
気
を
遣
う
義
母
に
「
何
を
言

う
や
。
戦
中
・
戦
後
は
食
う
や
食
わ
ず
で
、

住
み
よ
い
国
に
す
る
た
め
に
働
い
た
人
達

の
お
陰
で
、
今
日
の
日
本
が
あ
る
の
で
あ

っ
て
、
高
齢
者
を
厄
介
者
に
し
て
は
罰
が

当
た
る
」
と
話
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
先
進
国
の
中
で
も
類

を
見
な
い
少
子
化
と
高
齢
化
現
象
に
は
驚

く
ば
か
り
で
あ
る
。
安
倍
首
相
が
危
機
的

状
況
と
訴
え
た
が
、
鶏
が
先
か
卵
が
先
か
。

誰
も
が
明
確
な
解
決
策
を
見
出
せ
ず
に
戸

惑
う
。 

地
球
上
に
生
存
す
る
多
く
の
動
物
た
ち

は
、
子
孫
を
残
す
た
め
に
命
が
け
で
子
を

生
み
育
て
て
い
る
。
万
物
の
霊
長
と
言
わ

れ
る
人
間
が
、
後
継
者
も
残
さ
ず
、
今
だ

け
、
自
分
だ
け
良
け
れ
ば
と
生
き
て
い
る

我
が
国
の
現
状
に
、
ど
う
に
も
納
得
出
来

な
い
。 

日
本
と
違
っ
て
人
口
が
爆
発
的
に
増
加

し
、
食
料
危
機
に
陥
っ
て
い
る
国
も
あ
る
。

現
在
、
地
球
上
に
は
七
十
五
億
人
が
住
ん

で
お
り
、
毎
年
一
億
人
近
く
増
え
て
い
る
。 

我
が
国
で
も
戦
争
中
に
は
「
産
め
よ
増

や
せ
よ
」
と
、
国
策
で
人
口
を
増
や
し
た

時
代
も
あ
っ
た
。
と
く
に
貧
し
い
農
村
地

帯
で
は
出
生
率
が
高
か
っ
た
。「
貧
乏
人
の

子
だ
く
さ
ん
」
と
言
わ
れ
、
裕
福
な
家
庭

や
都
会
に
は
子
供
が
少
な
か
っ
た
。 

本
能
的
に
子
孫
を
残
し
て
い
る
他
の
動

物
と
違
っ
て
、
教
育
程
度
が
よ
く
な
る
に

つ
れ
て
、
人
間
社
会
は
出
生
率
が
低
下
し

て
行
く
よ
う
な
気
が
す
る
。 

自
然
の
成
り
行
き
に
棹
さ
す
人
も
な
く
、

子
供
の
減
少
す
る
分
、
老
人
が
長
持
ち
し

て
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
現
象
に
言
葉
を
失
う
。 

今
年
の
国
家
予
算
は
、
過
去
最
高
の
百

兆
円
を
超
え
た
。
社
会
保
障
費
は
三
十
四

兆
円
を
超
え
た
。
医
療
費
や
年
金
の
支
出

は
増
加
す
る
ば
か
り
だ
。
十
月
か
ら
消
費

税
が
十
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
が
、「
焼
け

石
に
水
」
だ
ろ
う
。 

「
百
歳
」
ま
で
生
き
ら
れ
る
時
代
に
な

っ
た
と
喜
ん
で
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
一

日
で
も
健
康
に
生
き
た
い
と
思
う
が
「
寝

た
き
り
の
百
歳
」
で
な
く
、「
元
気
な
百
歳
」

を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
も
の
だ
。 
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天
野
長
三
郎 



 

                         ６月２５日まで 

 

 

訪問者 
 

 
 

 

（団体等） 

＊外国人のツアー（6/15で終了)、岐阜工専の学生（大湫宿の調査）、 

＊ウォーキング団体（松阪ウォーク、守山ウォーク、名古屋歩く会） 

＊風人社（ほんとに歩く中山道の地図発行のため） 

＊朝日旅行ツアー（関東から２回、ボランティアガイドのメンバーで案内、深萱～平岩まで） 
 

 （個人・グループ） 

  ＊関東から京都への旅人が目立つ中、初めて仙台から（青春１８きっぷを利用して大湫宿へ） 

  ＊北海道、山梨、九州からも・・・・山梨の方は、市の HPを見て「いこ Car」を利用して大湫宿へ 

来られた。「今住んでいる所は過疎化が進み高齢者の足がなくて困っている。瑞浪市のデマン 

ド交通のような制度を民間のタクシーに要望している。」とのことでした。 

  ＊６月下旬から訪れる人が少なくなってきたが、土日には清涯荘へ来たお客様が立ち寄られる 

  ＊「夏休みに中山道を」の下見の中学生もあった。・・・・夏休み期間の活用を 
 

大湫宿のよさを知る⑥ 「観音堂」の見方      お盆期間の拝観に向けて 

「大湫宿には過ぎたるもの」と 

言われてきた観音堂。 

 
歴史 

＊開宿当時は神明神社の境内に 

＊1721・・・現在の場所で入仏式 

＊1824・・・大火で焼失（本堂・カヤの木） 

＊1847・・・再建し落慶法要 
          （参観者が３,０００人とも） 

 

① 本尊の聖観世音菩薩 

（伝教大師の作とも） 

 
本尊や３３体の観音像が開く 

 

②  小さな宿・村に 

立派すぎる建物の造 

 
扇垂木 

 
尾垂木 

 

 

    

獅子木鼻と象木鼻 
（阿型と吽型のペア） 

③ 貴重な絵天井 

＊弘化４年（1847）三尾暁峯の作 

 
 

 

「大湫宿が滅んでも村瀬は滅ばず」と言われた豪商 

村瀬半左衛門によって建てられた笠弘法がある 

                  

村瀬氏は旅籠「門田屋」の家 

虫
むし

籠
こ

窓が特徴 

 
 

＊参考文献は、渡辺俊典先生の「ふるさと大湫百話」及び瑞浪の歴史と市史資料編です。 
 

町 外  町 内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

４２５ ５ ４７ ３ ４８０ ２５ 
R1 4月～ ２,７８２人 
オープンから ２３,７６４人 

６月の丸森だより 

 



 

大湫宿 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時期だけは、全部拝観することができます 
（聖観世音菩薩・前立仏・脇立仏）   （絵天井） 

 

 

 
 

 

 

募集人数・・・各日 １０名程度 
 

内 容・・・観音堂の拝観（宿内案内も） 
 

案 内・・・丸森職員が対応します 
 

参加費・・・拝観料として１００円 
 

集合場所・・大湫町丸森邸に１３：００ 

     駐車場は、旧大湫小グランド 

旧大湫小校舎跡 

締め切り： ７月１０日（水）までに下記へ申込みください。 
 

＊宗昌寺からの御朱印(３００円)もお願いできますので、この機会にどうぞ。 

＊ 〇日、名前、人数、御朱印の有無 

予約・問合せ   

大湫宿丸森邸 ☎ ０５７２－６３－２４５５ 
 

 
御朱印 

実施期間  ７月のお盆 

＊第１日目・・・7/１３日(土) 

＊第２日目・・・7/１４日(日） 

＊第３日目・・・7/１５日(月） 

＊第４日目・・・7/１６日(火） 

   案内は、１３：００集合～１４：００ごろまで 

観音堂拝観のご案内 

 



 

工作
こうさく

教室 

8月 10日(土) 
時間：9:00～12：30 

場所：大湫公民館講堂
こうどう

 

参加費：小学生以上 100円 

大湫公民館 

盆踊
ぼんおど

り練習
れんしゅう

 
７月２４日・３１日（どちらも水曜日） 

会場
かいじょう

：大湫
おおくて

公民館
こうみんかん

 講堂
こうどう

 

 

大湫
おおくて

町
ちょう

夏祭
なつまつ

り 

８月３日(土) 

会場
かいじょう

：小学校運動場
うんどうじょう

跡
あと

 

時間：午後５時～ 

もち投
な

げ、お店
みせ

もあるよ(予定
よ て い

) 

 

おおくて寺子屋
て ら こ や

 

場所
ば し ょ

：大湫
おおくて

公民館
こうみんかん

  内容
ないよう

：勉強、灯
とう

ろうづくり 

期間
き か ん

：７月２３・２４・２５・３０・８月１日  参加費
さ ん か ひ

：無料
むり ょう

 

時間
じ か ん

：9：30～１１：３０ 持
も

ち物：教科書
きょうかしょ

、ノート、鉛筆
えんぴつ

、消
け

しゴム・飲み物 

 

その１ 

その 2 

その 3 



デマンド交通 

利用者（大湫～日吉東部） 

５月：５０便 延べ９４名 

 

 

オススメ！大湫分室の本 

『KOMEYA 米屋』 

小泉光久：著 

 イネが白米として家庭に届くまで

の工程を写真や図で紹介。古代の田

んぼの様子や江戸時代の武士の食事

などお米の歴史もわかって楽しい

本。英訳付きで外国の方にもオスス

メです。 

 

いこ
い こ

Car
かぁ～

を

利用して

ね！ 

      先日、子猫７匹が箱の中で寄り添いながら

うずくまっている所を発見。他には、犬のフ

ンが散歩する道にそのまま・・・！ 

ペットは責任と愛情を持って最後まで飼っ

てほしいです。 

 

ぺっトも家族の一員

だよ。 

 

捨
て
な
い
で
～
！ 

             

             「しそ」ジュース 

  日 時：８月５日（月） 

      ９時～１１時３０分・１４時～１５時 

  場 所：大湫公民館 調理室 

＊詳しい事は配布するチラシを見てください。 

 

志多ら太鼓“ワークショップ＆ミニコンサート” 

日 程：８月１２日（祝・月）  

場 所：大湫公民館 講堂 

*詳しい事は後日お知らせします。 

 

「地域懇談会～市長と語る会～」 

  日 時：８月２３日（金） １９：００～ 

  場 所：大湫公民館 講堂 

まだまだ、あるよ！ 

夏の行事‼ 



                    

                    

                    
 

昨年の大湫病院「納涼祭」演奏から 



区
長
日
記 

 
 

夏
草
が
生
い
茂
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
植
生
に
富
ん
だ
大
湫
の

自
然
は
、
四
季
折
々
に
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 
 

一
方
で
路
辺
を
埋
め
尽
く
す
雑
草
が
交
通
の
障
害
と
な
り
、
農
地

の
除
草
も
含
め
て
、
田
舎
暮
ら
し
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
一
斉
の
奉
仕
作
業
や
長
寿
会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
有

志
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
支
え
ら
れ
、
今
の
生
活
環
境

が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

町
民
各
位
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
は
公

共
の
力
や
予
算
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
環
境
整
備
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
は
大
湫
宿
か
ら
東
へ
向
か
っ
て
「
観
光
景
観
林
整
備
事
業
」

に
よ
り
危
険
木
の
伐
採
・
景
観
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
今

年
か
ら
来
年
に
か
け
て
は
、
先
日
の
新
聞
で
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
国

指
定
の
史
跡
と
な
る
琵
琶
峠
の
石
畳
を
中
心
と
す
る
約
１
キ
ロ
に

つ
い
て
、
危
険
木
の
伐
採
や
景
観
の
改
善
計
画
を
取
り
ま
と
め
、「
清

流
の
国
ぎ
ふ
森
林
環
境
税
提
案
事
業
」
を
活
用
し
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

区
長
会
長 

足
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6
月
2
日 

長
寿
会
奉
仕
作
業 

 
 

5
日 

青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル 

 
 

6
日 

大
湫
区
長
会
・
幹
事
会 

 
 

7
日 

消
防
操
法
大
会
激
励
会 

 
 

8
日
「
花
の
森
」
道
路
整
備
事
業 

 
 

9
日 

瑞
浪
市
消
防
操
法
大
会 

 
 

11
日 

青
少
年
育
成
町
民
会
議 

 
 

15
日
「
き
な
ぁ
た
」
祭
り
太
鼓
出
演
・
交
通
安
全
協
会
総
会 

16
日 

大
湫
町
夏
季
奉
仕
作
業 

19
日 

夏
祭
り
実
行
委
員
会 

20
日 

青
色
回
転
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
会 

22
日 

大
湫
町
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

24
日 

土
木
課
現
地
調
査
・
連
合
自
治
会 

27
日 

長
寿
会
花
壇
づ
く
り 

30
日 

在
宅
医
療
講
演
会 

 



 

                   

 

 

編
集
後
記 

   
 

編
集
後
記
を
書
き
な
が
ら
、
季
節 

を
追
っ
か
け
て
い
る
と
、
ア
ッ
と
い 

う
間
に
過
ぎ
さ
っ
て
い
っ
た
り
、
時 

に
は
季
節
を
お
か
し
く
感
じ
る
こ
と 

も
・
・
・
！ 

そ
し
て
七
月
に
入
り
、
暑
い
日
が 

続
き
ま
す
が
、
体
調
管
理
は
大
丈
夫 

で
す
か
？
屋
内
外
に
関
わ
ら
ず
水
分 

補
給
を
忘
れ
ず
、
熱
中
症
に
十
分
気 

を
つ
け
て
下
さ
い
。・
・
・
ｙ 

 
 

 

編 集 発 行：大湫町コミュ二ティ推進協議会 広報委員会 

令和元年７月 1 日   瑞浪市大湫町 422-1  ℡0572(63)2360 

http://okute-shuku.jp/ 

 

三
一

三
〇

二
八

二
七

二
五

二
四

二
三

二
二

二
一

二
〇

一
九

一
八

一
五

一
三

八 六 五 四 三 一 日

水 火 日 土 木 水 火 月 日 土 金 木 月 土 月 土 金 木 水 月 曜

　
　
行
　
　
　
事

盆
踊
り
練
習
（

二
回
目
）

広
報
委
員
会
／
寺
子
屋

（
四
回
目

）

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
夏
祭
り
事
前
準
備

か
し
わ
や
営
業
／
釜
戸
町
夏
祭
り

寺
子
屋
（

三
回
目
）

／
福
祉
懇
談
会

寺
子
屋
（

二
回
目
）

盆
踊
り
練
習
（

一
回
目
）

寺
子
屋
（

一
回
目
）

オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ
実
行
委
員
会

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
＆
市
長
選
挙

大
湫
病
院

「
納
涼
祭

」

小
中
学
校
終
業
式

転
入
対
策
委
員
会

＊
海
の
日

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
か
し
わ
や
営
業

集
ま
ろ
う
会
太
鼓
練
習

（
午
前

）

集
ま
ろ
う
会
太
鼓
練
習

（
夜

）

集
ま
ろ
う
会
太
鼓
練
習

（
午
前

）

定
例
区
長
・
幹
事
会

釜
小
五
年
地
球
村
宿
泊
体
験

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

財
産
区
全
員
会
議
／
結
核
検
診

（
神
田
公

民
館
・
大
湫
公
民
館

)
集
ま
ろ
う
会
太
鼓
練
習

(

夜

)

予
　
　
　
定

令
和
元
年
七
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：7/24(水)不燃ごみ：7/4(木)


